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同志社中学生のみなさん へ 
保護者のみなさま へ 

同志社中学校 

４月第４週・第５週のお知らせ 
 
 桜にかわって、岩倉川沿いを新緑の色鮮やかな木々がつらなり、暖かな日差しとすがすがしい風を感じる季節
となりました。 
 新入生をむかえた喜びとあわせて、新しい中学校生活に生徒のみなさんもドキドキしているのではないでしょ
うか。 
 その一方で、大阪・兵庫をはじめ、関西では新型コロナウィルス感染症が変異株を中心に急速に拡大しており、
医療機関がひっ迫しているという状況になってきています。すでにご承知の通り、大阪では登校不安を感じて自
宅待機する生徒のみなさんへのオンライン学習支援、小中高の部活動の原則休止の要請が発せられる事態となっ
ています。また、変異株が子どもへの感染力も強く、大阪では変異株の感染では約２割が１０代以下であり、若
年層も重症となる例もみられるなど、学校現場に起因した感染拡大に対する懸念が強まっているため、大阪府知
事からは「学校でのクラスター発生、学校での感染拡大が同居ご家族への感染につながるリスク」が指摘されて
いるところです。 
 本校では感染拡大防止にむけた努力を継続しつつ、ひきつづき 2 週間をめどに、学校教育内容を検討し、適切
に判断していきたいと考えております。感染状況によっては、発表した予定を変更する場合もあります。また、
罹患された方が生じた場合等には、登校停止に伴う自宅でのオンライン学習（時間割に沿った内容にて）となる
場合もあります。今後も本校 HPでのお知らせや「緊急メール」にてお知らせする内容について適宜ご確認くだ
さいますよう、よろしくお願いします。 
 生徒のみなさん、保護者のみなさまにおかれましても、これまで通り、引き続き感染予防の徹底と、健康観察
にご協力くださいますよう、重ねてお願いいたします。 
 
① 大阪、兵庫などお住まいの地域における感染者数増大に伴う登校不安がある生徒のみなさんは、自宅待機し
ていただき、Zoom による同時配信授業などに参加していただくことが可能です（当日の通信状況等に支障があ
り、うまく接続できない場合などについては、別途ロイロノート等を含めて、ご連絡いたしますのでご容赦くだ
さい）。 
② 風邪症状があるなど、何らか体調がすぐれない場合は、無理をせず、自宅にて静養してください。また、同居
されているご家族に風邪症状がある場合、またご家族が PCR 検査を受けられる場合についても、結果が判明す
るまでの間は登校を控えて、自宅待機していただきますようお願いいたします。 
③ ①、②については、「感染症の感染対応に伴う欠席届」（本校 HP の「保護者・生徒ページ」の「各種届出用紙」
にございます）を学校までご提出ください。欠席扱いとはなりません。 
 
《 学校の進行予定：現行と同じ、全学年、全クラス、平日毎日の登校のかたちを継続します 》 
（１）当面の時間予定 
 現行と同じ、下記の通りの時間進行とします。 
 
 
 
 
 

   9:15 生徒登校完了 
   9:20～10:05 １時間目 
  10:15～11:00 ２時間目 
  11:10～11:55 ３時間目 
  12:05～12:50 ４時間目 



 
 
 
 
 
 
 
 時間割などについては、変更はございません。「学習ポータルサイト」（生徒伝達）に教務部より配信される資
料がある場合もございますので、適宜ご確認ください。 
 通学時間帯については、感染リスクを引き続き避けるために、上記の時間とします。 
 なお、昼食は、各自お持ちください。当分の間、カフェテリア等営業しておりません。 
 今後も、「学習ポータルサイト」を用いた学びを基本にすえて、各教科の学びの内容、生徒の皆さんとのやり取
りを継続させていただきますので、これまでに引き続き、しっかりと取り組んでいただきますようお願いいたし
ます。さらに、「Zoom」などを用いてオンラインによる「双方向性」をいかした授業も必要に応じて進めてまい
ります（ネット環境や機器の不具合などにより配信が一時的に滞る場合もございます。その際は別に補習等行う
こともありますので、教科担当者からの連絡等をお待ちください）。 
 なお、６限終了後に、教科指導にかかわる面談、ならびに担任による面談なども行われる場合もあります。そ
れに加えて、自由研究にかかわる面談も行われる場合があります。ですから、担任や教科担当教員、あるいは自
由研究の担当教員からの連絡に注意してください。 
 
（２）５月第１週・第２週（連休明け５月６日［木］～１４日［金］）について 
 ４月３０日［金］の学校ＨＰでお知らせする予定です。 
 
（３）「クラス懇談会」ならびに保護者面談などについて 
 今年度のクラス懇談会を、下記の日程で予定しております。ただし、懇談の形態については、感染予防の観点
から、Zoom を用いたオンラインでの懇談会とさせていただく方向で現在検討しております。詳細は後日あらた
めてお知らせいたします。 
   クラス懇談会  ５月２１日［金］午後（具体的な時間については検討中） 
 保護者面談につきましては、当面の間、学校（担任または生活指導部など校務）より必要があると判断した場
合、または特にご事情があってご相談いただいた場合に限り実施させていただきますので、ご承知おきください。 
 
（４）「警報」発令時の対応について【生徒手帳 P.32 より】 
≪「警報」（暴風・大雨・洪水・大雪・暴風雪）発令時の生徒心得≫ 
１．登校時に京都府南部の「京都・亀岡」地域、または現住所の地方に上記のいずれかの「警報」が出ていると 
 きは、登校を見合わせる。（欠席扱いとはしない。） 
２．午前７時を過ぎてもなお、京都府南部の「京都・亀岡」地域に上記いずれかの「警報」が発令されていると 
 きは登校停止とする。 
  ただし、大雪・暴風雪の警報については個別に判断し、登校停止とならないことがある。（緊急メールでお知 
 らせする。） 
３．登校停止の場合については自宅学習が行えるようにオンラインによる配信を行うことがある。 
 

注意 
 １）「警報」が出ていなくても身体の危険を感じるような状況であるときは、無理な登校は見合わせること。 
 ２）登校・下校の途中で危険な状況になったときは、無理をせず早めに家へ帰ること。 

 
 
 13:00～13:20 礼拝・SHR・昼食 
 13:20～13:45 休憩 
  13:45～14:30 ５時間目 
  14:40～15:25 ６時間目 
 15:40～16:20 担任や教科担当者との面談・指導、生徒会活動（クラブ活動を含む） 
  16:30 完全下校（水曜日のみ完全下校 16:00） 



   安全な場所へ避難したときは、できるだけ早く家へ電話連絡すること。 
 ３）１）・２）に該当して登校しなかった場合、欠席扱いとしない。 
 

   上記「登校停止」となった場合は、「家庭学習日」とさせていただきます。オンライン授業を行う際は、 
   時間進行については、原則として登校していた場合と同じ時間割となります。 
   （例）１限目 ９：２０～ 
   教務部、教科担当者からの連絡に注意してください。学習ポータルサイトなどを確認して、家庭での学 
   習にしっかり取り組んでください。 
 
 
《 生徒会活動ならびにクラブ活動などについて 》 
 今年度は、４月当初より生徒会のみなさんが準備などに尽力くださり、４月１５日［木］に２・３年生のＨＲ
委員選挙が実施されました。クラスの代表として生徒のみなさんの声を集め、生徒会執行委員のみなさんととも
に、より良い学校づくりにむけて力強い一歩を踏み出されたことを応援したいと思います。 
 クラブ活動については、段階的に再開をすすめておりますが、それぞれ所属されるクラブごとに異なっており
ます。各クラブの顧問より Teamsなどで連絡される内容を必ず確認してください。 
 本校のクラブ活動について、『学校通信』第２号（４月１３日発行）と同様のものを末尾に掲載いたします。ま
た、クラブ活動参加の前提として、「誓約書」の提出をお願いしております。必ずご確認ください。 
 
 
《 健康観察の徹底と体調不良時の対応についてのお願い 》 
 【 ご家族など同居している方に、「体調不良」の方等がいらっしゃる場合について 】 
 現在、教育現場におきましてもなお一層の感染拡大防止に向けた取り組みが求められております。また、本校
の通学圏も広範囲に及んでおり、お住まいの地域によっては、またご高齢の方や基礎疾患をおもちのご家族と同
居されているなど、さまざまな事情により、登校に不安を感じておられる生徒のみなさんも多数いらっしゃいま
すし、登校にかかわって、お問い合わせいただくケースが多くなってきております。そこで、学校として下記の
通り、ご協力をお願いする次第です。 
 ご家族など同居しておられる方に、発熱など体調不良の状況がみられる場合は、生徒のみなさんは登校を見合
わせ、ご家庭にて待機していただき、Zoom などで授業にご参加くださいますようご協力をお願いいたします。 
 
（１）毎朝の健康観察のお願いと検温結果等について 
 健康観察について、毎朝、登校前に、必ず「Googleフォーム」に入力をお願いします 
 学校より生徒のみなさんに指定した、「〇〇〇〇＠doshisha-js.ed.jp」のアカウントでしかアクセスできません
ので、ご注意ください。このアカウントでアクセスいただきますと、学年、クラス、氏名等は自動的に判別され
ますので、ご記入いただく必要はございません。 
 
 登校時の注意 
 健康観察が行えていない生徒（Google フォームに入力できていない生徒）は、登校時に中央門付近で検温し、
風邪症状の有無を確認します。異常なければその場で Google フォームに入力してから教室へ入ります。 
 発熱や風邪症状がみられる場合には、保健室より保護者の方に連絡し帰宅していただくか、迎えに来ていただ
くことで、対応させていただきます。 
  〇 ウォータークーラーは使えません。水筒を持参しましょう。校内の自販機は使用できます。 
  〇 咳エチケットを徹底しましょう。マスクを必ず着用しましょう。 
    登下校時および校内では、マスクの着用をお願いします。 



    マスクを外した時に置くために清潔なビニール袋や布を持ってきておきましょう。 
  〇 こまめな手洗い、手指消毒を行いましょう。 
   「登校時」や「教室に入るとき」には手指消毒を必ずしてください。 
  〇 人と人との距離をとって過ごしましょう。   
  〇 学校外の人が密集する場所への外出は控えましょう。 
  〇 免疫力を高めるため、十分な睡眠、適度な運動、バランスのとれた食事を心がけましょう。 
 登校後、お子さまに体調不良の兆候が見られた場合、速やかに保健室で対応し、保護者の方へ連絡させていた 
だいた上で、帰宅していただくか、保護者の方のお迎えを依頼させていただくことで対応させていただきます。 
 すでに学校にご登録いただいている「緊急連絡先」にお電話させていただくこともあります。 
 必ず、ご連絡がとれるよう、ご承知おきください。 
 
（２）欠席・自宅休養・自宅待機（登校の「見合わせ」を含む）した場合等の出欠の取り扱いについて 
 風邪症状があるなど、何らか体調がすぐれない場合は、無理をせず自宅にて静養してください。また、同居さ
れているご家族に風邪症状がみられる場合なども登校を控えていただきますよう、ご理解とご協力をお願いしま
す。必ず下記校務センターまでお電話ください。 
 また、お住まいの地域おける新型コロナウィルス感染症の感染者数の拡大に伴う登校不安がある生徒のみなさ
んも、自宅待機していただき、Zoomによる同時配信授業に参加していただくことが可能です。 
 今年度についても、自宅休養もしくは自宅待機（登校の「見合わせ」を含む）された場合は、「感染症の感染対
応に伴う欠席届」をご提出いただくことになっています。その場合「欠席」の扱いはいたしません。本校 HPの
「保護者・生徒ページ」各種届出用紙よりダウンロードしてご利用ください（事後提出でもかまいません）。 
 欠席などのご連絡 校務センター TEL.０７５－７８１－７２５３（当日９：００以降） 
 
（３）「新型コロナウィルス感染症」に感染した場合、濃厚接触者となった場合などの連絡について 
 下記の①～④のいずれかに該当する場合は、「連絡票」（HP の「保護者・生徒ページ」にあります）を用いて
FAXしてください。下記のいずれかに該当する場合は、直ちに学校までご連絡ください。 
 

   ① お子さまや同居されているご家族に発熱などの症状があり、相談された場合。 
   ② お子さまに感染の疑いがあり、受診した場合。 
   ③ お子さま自身や同居されているご家族が「新型コロナウィルス感染症」と診断された場合。 
   ④ お子さまや同居されているご家族が感染者の濃厚接触者に特定された場合。 
 

  １．FAXの場合 
    平日・土日祝問わず２４時間可能です。「連絡票」の事項についてご回答ください。 
         FAX. 075-781-7254 
  ２．電話の場合 
    FAXが無理な場合のみ、「連絡票」をお手元にご用意いただいたうえでお電話ください。 
    ① 平日 9:00～17:00  保護者 ➡ 中学校校務センター    TEL. 075-781-7253 
    ② 上記以外の時間帯（上記電話番号におかけください。門衛にて対応いたします。） 
     「新型コロナウィルス感染症」にかかわる連絡のみ受け付ける専用回線を、門衛よりご案内いたします。 
    「連絡票」をご用意のうえおかけ直しください。 
 

 そのほか、心配なこと、気がかりなことがございましたらいつでも保健室までご相談ください。 
 

  同志社中学校 保健部 075-781-2002 
          （高校保健部と共通ですので、必ず「中学〇年生」であることをご連絡ください。） 



《 本校の感染症対策について 》 
（１）基本的な感染症対策について 
 〇 教職員は、毎朝の検温を義務付け、常時マスクを着用します。 
 〇 教室の扉、窓を開放し、常時換気を行います。 
 〇 一部の教科をのぞき、基本的にはすべての教科をクラス教室にて行います。座席の移動も行いません。 
   （一部の教科の特別教室を、感染予防対策をとりながら、使用を開始します。） 
 〇 クラス教室の机、いすも個人使用とし、清掃・消毒作業を専門スタッフによって行います。また、手すりや 
  ドアノブなども消毒を行います。 
 〇 すべての教室に手指消毒液を設置し、入退室の際に使用できるようにしています。 
   （あわせて、個人携帯用の消毒薬を配布しております。なくなった場合は各ご家庭で補充してください。） 
 〇 昼食の際、教員が適宜各教室にて、生徒の様子の「見守り」を行います。 
 
（２）学習面での指導にあたって 
 当面の間、教科学習における活動内容についても、感染リスクを避けることを考慮したものとして対応します。 
 〇 グループ活動等についても最小限の時間に制限し、適切な距離を保つなど行います。 
   生徒が長時間、近距離で対面式となるグループワーク等は行いません。 
 〇 基本的に個人の教材教具を使用し、生徒同士の貸し借りはしないよう指導します。 
 〇 体育実技など「更衣」を必要とする活動については、感染予防対応をとりつつ行います。（ただし、感染状 
  況などによっては、更衣をともなう活動を禁止することもあります。）基本的には「屋外」での活動とし、雨 
  天時を除き、屋内での体育実技については、当面行いません。 
 
（３）図書室や更衣室などの施設利用について 
 〇 図書情報教育部よりのお知らせが「学習ポータルサイト」の「図書メディアセンター」に掲載されることが 
  ありますので、適宜確認してください。 
 〇 貸し出し後返却された図書については、一定の保管期間を設けます。 
 〇 図書室を使用する際には、「パーテーション」を設置するなど、感染防止についての対策をとりながら使用 
  することといたします。 
 〇 保健体育（体育実技）については、体育館を利用して、適切な距離をとるなど感染予防についての対策をと 
  りながら更衣し、行うことといたします。原則として実技中も、マスクを着用した状態で、過度な運動強度 
  とならない範囲で行います。 
 〇 教科の特別教室については、感染予防の対策をとりながら使用します。 
   （特別教室、施設のうち、感染予防の観点から使用を見合わせているものもあります。） 
 
（４）教室移動の際の注意 
 〇 教室を移動した際には、必ず、自分の使用していた机やイスの消毒、ならびに手指の消毒を行いましょう。 
 〇 休み時間には、必ず教室の換気のために窓を全開にしてください。 
 〇 教室を移動する際には、必ず貴重品を身につけてください。また、定期代を購入するなど多額の現金を持っ 
  てきた場合には生活指導部もしくは担任、校務センターに預けるなど、気をつけてください。 
 〇 当面の間、ホームベースの利用は、ロッカーの荷物の出し入れの際に限ります。「密」とならないように気 
  をつけましょう。 
 
（５）登下校時の注意 
 登下校時の友だちとの飲食は控えるようにしましょう。飲食を伴う行為がもっとも感染リスクが高いといわれ
ています。くれぐれも行かないよう、各ご家庭でもご指導をよろしくお願いいたします。 



《 生徒のみなさんへのご協力のお願い 》 
（１）感染予防と健康のために行うこと 
 1）持ち物について 
  以下のものを、忘れずに持ってきましょう。 
  ① 清潔なハンカチ・ティッシュ 
  ② マスク 
  ③ マスクを置く際の清潔なビニールや布等 
  ④ 個人用の携帯消毒液（学校から配布したものがなくなりましたら、各ご家庭で補充をお願いします。） 
 2）基本的な感染症対策をとりましょう。 
  ① 感染源を絶つこと 
   ・毎朝、Google フォームの入力と、健康観察票の記入を忘れずにしましょう。 
   ・発熱等の風邪の症状がある場合等には登校しないようにしましょう。 
   ・健康状態の把握につとめましょう。 
    登校後に体調不良になった際には必ず保健室へ。 
    ご家庭と連絡をとり、帰宅していただく場合があります。 
  ② 感染経路を絶つこと 
   ・「手洗い」と「咳エチケット」、「手指の消毒」を徹底しましょう。 
   ・自分のもの以外はさわらないようにしましょう。文房具の貸し借りなどもしないでください。 
  ③ 抵抗力を高めること 
   ・抵抗力、免疫力を高めるために「十分な睡眠」、「適度な運動」および「バランスのとれた食事」を心が 
    けましょう。 
 3）集団感染リスクへの対応について 
  ① 引き続き以下の「３つの密」を避けるよう意識しましょう。 
   ・換気の悪い密閉空間   ・多数が集まる密集場所   ・間近で会話や発声をする密接場面 
  ② 「新しい生活様式」を意識し、人との間隔を空けるようにしましょう。 
  ③ マスクを常時着用するようにしましょう。 
 4）休み時間や昼休み（昼食）について 
  ① 友だちと会話する場合には、間隔を空けて話すことを心がけましょう。 
  ② 当面の間、昼食時に礼拝、HR を行います。昼食時は各自の席で前を向いて、静かに食べましょう。 
  ③ トイレのハンドドライヤー（ジェットタオル）は使用禁止です。 
    自分のハンカチなどを使用してください。 
  ④ ウォータークーラーは使用禁止です。水筒を持ってくるなど工夫をしましょう。 
  ⑤ 当面の間、カフェテリアとスクールショップの営業は行いません。 
  ⑥ 昼休みの時間は、屋外で過ごしてもかまいませんが、「３密」を避け、激しい運動は行わないようにしま 
    しょう。 
 

（２）学習にかかわって 
 

 1）「学習ポータルサイト」を基本とした学習の継続 
  ①「学習ポータルサイト」を必ず見るようにしましょう。 
    教科によっては、「ロイロノート」で課題が配信される場合もありますが、「学習ポータルサイト」が基本 
     です。必ず毎日確認するようにしてください。 
  ② 課題の提出について 
    対面の教科の時間の中で、提出・回収される場合もありますが、「ロイロノート」を用いることもありま 



   す。学習ポータルサイトにて、教務部から提示される「提出日」はあくまで「めやす」です。ロイロノート 
   の機能上表示されている提出期限より遅れて提出しても、評価において生徒のみなさんが不利益となるこ 
   とはありません。自分のペースでしっかり取り組み、必ず提出しましょう。 
  ③ 教科に関する問い合わせについて 
    今後も、各自の学習の中で、教科の内容についてわからないことがあれば、それぞれの教科の先生にメー 
   ルやロイロノートを用いて問い合わせてください。また、機器（iPad）やアプリの使い方で不明な点があれ 
   ば、「学習ポータルサイト」（→［生徒ページ］→［在宅学習サポート］）にアドバイスや解決方法を掲載し 
   ています。「2021年度版 ICT 活用・情報倫理ハンドブック」（同志社中学校）に、課題提出で用いているロ 
   イロノート、Zoomの利用方法を含め、iPad での学習に際してのさまざまな活用ガイドが掲載されています 
   ので、取り組みの際には、引き続き参照するようにしてください。 
 

 2）登校時の教科の時間について 
  ① 昨年度の一斉休校時においても、従来の「授業」からの転換をめざしてオンライン学習を組み合わせた新 
   しい学びのあり方をめざしてきました。今年度も引き続き、生徒のみなさんと一緒に充実した学びの時間 
   をもっていきたいと考えております。 
    生徒のみなさん自身が登校時の教科の時間だけでなく、オンライン学習（ロイロノートや Zoom 等を用 
   いて）に取り組みながら、これらさまざまな学びの活動すべてがあわさったものとして「授業」があると 
   いうようにとらえていきましょう（図参照）。 
    文科省からも、感染症に対応した新しい学習形態として「対面指導とオン 
   ライン指導のハイブリッド化」の提案がなされているところです。 
  ② 積極的に質問しましょう。 
     iPad を忘れずに持ってきましょう。オンライン学習を通じて「わかりに 
   くかったこと」や「気づいたこと」などを「登校日の教科の時間」に聞い 
   てもらうことも可能です。また、各教科の先生あてにロイロノートや、メ 
   ールを通して、遠慮なく質問や気づいたことを伝えてください。 
 

 3）「自由研究」について 
  ４月１６日［金］の「１年オリエンテーション」では、夏休みの「自由研究」の取組みに向けて、オリエン 
 テーションを行いました。４月２６日［月］に自分の取り組むテーマ、参考にしたい本など、ロイロノートで 
 提出していただくことになっております（５月には自由研究面談期間が予定されています）。 
  ２・３年生については、５月より自由研究登録に向けた案内などさせていただきますので、日ごろから自分 
 の興味関心を、メモを取るなどして準備しておいてください。 
 

 4）「学びプロジェクト」について 
  昨年度は、年間３６５企画以上が行われました。そして本当に多くの生徒のみなさんが参加され、大きく成 
 長される機会となっていました。今年度もさまざまな「学びプロジェクト」を企画しています。積極的に参加 
 しましょう。「学びプロジェクト」での経験は、中学生のみなさんにとって、発展的な学びの機会であると同時 
 に、実は、学校の授業の土台となる学びへの意欲にも深く関係しています。まだ一度も参加していない生徒の 
 みなさんは、ぜひ何かに参加してみてください。自分でも気づいていない自分自身に出会えるかもしれません。 
 

 5)「国際交流プログラム」について 
  さまざまな国際交流プログラムを検討しております。海外ではオンラインによる国際交流がごく普通になっ 
 ておりますので、今後、実際に海外の現地における国際交流が再開される時期に備える意味でも、ぜひご参加 
 を検討してください。 
  生徒のみなさんは「学習ポータルサイト」、保護者のみなさんは本校 HP の「国際交流プログラム」のお知ら 
 せをご覧ください。お問い合わせなどございましたら、校務センターまでご連絡ください。 



 

《 教育相談について 》 
 

 新年度を迎え、新たな環境の変化またはコロナ感染症の感染拡大の状況、その他さまざまなご事情により、ご
家族のみなさまも不安や心肺が生じている場合があると思います。本校では、スクールカウンセラー、教育相談
員などを配置しております。生徒のみなさん、保護者のみなさまで何かご相談、サポートなどが必要と考えられ
ている場合、学校（校務センター）あてご連絡いただければ、担当者から折り返し連絡いたしますので、よろし
くお願いいたします。 
 

 

    同志社中学校 校務センター （ 開室時間：平日 9：00～17：00 ） 
               《電話》075－781-7253  《FAX》075-781-7254（24h 受信） 
 

        「私は山に向かって目をあげる。私の助けは、どこから来るのだろうか。 
         私の助けは、天地を造られた主から来る。」       （詩編１２１篇１～２節） 
 
 
【同志社中学校通信第２号（４月１３日発行）より】（ 「誓約書」については新掲 ） 
 
１．本校のクラブ活動のありかた 
 クラブ活動は生徒自身による自主的な活動として位置付けられています。学年を超えて同じ興味や関心を持つ
人たちと活動をともにすることは学校生活をより充実させるものであると考えますが、学校生活の中での優先順
位は学習活動が第１位です。続いてクラスや学年活動、生徒会活動が第２位となります。そして、クラブ活動は
生徒会の統括のもと、生徒会の諸活動の一部として、第３位に位置付けられております。 
 また、中学生という発達段階を考慮して、①学習時間の確保、②健康面への配慮、③遠距離通学者が多いこと
への配慮から、クラブ活動の時間を適切な量に抑制するなど、クラブ活動に関する一定のルールを設けています。 
 
２．顧問ならびに指導者について 
 指導者については、本校専任教員を「顧問」としてあてています。中学生という発達段階であり、安全管理責
任と教育的な指導を重視しているからです。教員は、教科教育という観点から採用されていますので、技術的な
指導という点で不安がある場合に技術指導の側面を補うために、顧問の申請により学校で認定された「コーチ」
を補助的な役割として置いている場合があります。顧問が申請すれば必ず置かれるわけではなく、研修を経て一
定の学校管理のもと許可されるものです。 
 また、クラブの成立については、まずそのクラブを希望する生徒がいること、くわえてそのクラブを希望する
教員がいること、この両者がそろって初めてクラブとして成立するという規則になっています。どちらか一方が
いない場合には、いったんそのクラブは「お休み」となることがあります。逆に、両者の希望が一致すれば、新
しくクラブが生まれることもあります。時代の要請や新たな学びが生まれることに柔軟に対応することができる
ルールとなっています。 
 
３．入部、退部について 
 全員どれかに参加しなければならないというものではありません。生徒の皆さんの興味、関心、やる気を生か
して選択してください。保護者の皆さまにおかれては、生徒の皆さんの選択が通学条件、健康、体力などを考慮
しながらも、興味、関心を生かせるようなものになるようご留意ください。入部、退部はいつでも可能です。一
つに偏らず、いろいろなクラブを経験することも良いと考えます。兼部されている方も多くおられます。 
 また、クラブには所属されずに自由研究や学びプロジェクトなどに取り組まれている方も年々増えています。
放課後の過ごし方として、多様な価値観、多様な活動の一つとして、生徒の皆さんがやりたいと思うクラブを選



んでいただければと考えています。近年では、学びプロジェクトなど発展的な学びの活動に取り組まれる方が増
えており、一人ひとりの個性を伸ばせる活動など、新しい放課後の過ごし方をされる方が増えています。 
 
４．活動の曜日・時間について 
 学期中の月、火、木、金。水曜日は活動はありません。通常時は週に４日以内（土日に練習や試合、発表会な
どで活動がある場合は直近の平日に「休養日」が設定され、週に４日以内となります）。平日の活動時間は学校が
定める時間です（現在は、感染予防の観点から時間短縮をしており、15:40～16:20 と定めています）。 
 感染予防のため、学年別活動、人数制限、活動場所の調整等の理由から、活動日数が少なくなる場合もありま
す。また、今後、感染状況に応じて変更がある場合は別途、本校ＨＰなどを通してお知らせいたします。 
 
５．土曜日・日曜日の活動について 
 原則として土日の活動はありません。特に日曜日はキリスト教主義の学校であることから、安息日として定め
られております。地域の教会の礼拝に参加するなど有意義な時間を過ごしてください。 
 土曜日については、「特別許可申請」が出され、認められた場合のみ、許可されることになっています。 
 他にも、いわゆる公式戦や公式発表会以外に、土曜日や日曜日に活動を行う場合でも年間１２日以内と定めて
います。それぞれのクラブによって詳細が異なりますのでご注意ください。 
 感染予防の観点から、現在の感染状況をふまえ、土曜日の活動については当面禁止とします。土曜日の活動は、
昼食など飲食を伴う行動をするなど、感染リスクが高まる場合があります。感染状況によってはさらに土曜日の
活動禁止が延長される場合もあります。 
 
６．「新型コロナウィルス感染症」感染拡大防止のための特別対応について 
 １）健康と安全を最優先 
   毎朝の「Google フォーム」への入力ができていない生徒は、その日のクラブ活動への参加はできません。 
 ２）「誓約書」について 
   活動にあたっては、感染リスクを理解したうえで、参加を各自で判断してもらいます。その際、学校の指 
  定する「誓約書」を提出していただきます。 
   健康管理についてや、登下校の際のルールなど、具体的な条件について約束を守るということを誓ってい 
  ただきます。その約束を守れなかった場合は、クラブ活動への参加はできません。 
   「誓約書」については、各クラブの顧問の先生から、後日配布してもらいます。 
 ３）「活動計画書」について 
   活動開始の前に、「活動計画書」を、各クラブで顧問の先生だけで作るのではなく、生徒のみなさん自身 
  が意見を出し合って作ってください。その計画書を学校に提出してもらって、内容として「感染状況への対 
  応」がきちんと考えられているか、時間的に適切であるか、活動量の負担が大きくないかなど、クラブ顧問 
  以外の複数の先生にも見てもらって、承認を得てから実際の活動が行われることになります。 
   感染予防の観点から「何ができるか」あるいは「何を当面見合わせるべきか」、そうしたことをみなさん 
  自身がしっかり考えて、「活動計画書」を学校に提出してください。 
 
 昨年度より制限をゆるめて、活動の機会を提供しようと考えてはおりますが、現在感染状況は予断を許さない
ものになってきています。ですから、再度制限が強化される可能性があることもご承知おきください。 
 
７．おわりに 
 上記は、４月９日（金）全学オリエンテーションにて学校から全校生徒に説明した内容をもとに作成しており
ます。 



 本校ではグローバルな視点からも、これまで以上により鮮明に学びに重点を置く学校へと舵をきっております。
昨年度は年間３６５企画以上の「学びプロジェクト」を開催し、今後もさらに拡充し展開していくつもりです。
それもあわせて、新しい学校生活を主体的に創造していただきたく思います。 
 スポーツを行う中学生の健全な育ちの観点からこれまでの部活動を問い直し、数年前にスポーツ庁からは総量
規制のガイドラインが出され、順次多くの学校でそのガイドラインに沿った見直しが行われています。本校はこ
れまでスポーツ庁が示すガイドラインからはそう遠くない状態で運営してまいりましたが、あらためてガイドラ
インを教育的な観点から見直し、近づける努力をしております。そうした時代の要請にも応える学校であること
もご理解いただきながら、みなさんがクラブ活動を自主活動、自治活動としてとらえ、その中で学び成長される
ことを期待しています。 
 
 
【誓約書】 
 オンライン以外での、対面 
（実技を伴う）でのクラブ活 
動に参加する生徒のみなさん 
全員に必ず提出していただき 
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


